
統計関連学会連合大会 
チュートリアルセミナーのご案内 

統計関連学会連合大会企画委員会 

主催：応用統計学会，日本計量生物学会，日本統計学会 

協賛：日本行動計量学会，日本計算機統計学会，日本分類学会 

 

 連合大会チュートリアルセミナーを下記の要領で実施します．参加を希望される方は，

2003年 7月 14日～8月 25日に連合大会のホームページ上の 

http://www.jss.gr.jp/meeting/2003/tutorial/ 

にてお申し込みください．電子メール，FAXもしくは郵送で申し込まれる方は，「氏名，所

属，連絡先住所，電子メールアドレス，出席テーマ名，（会員，非会員，学生）の別」を担

当委員（岩崎：連絡先はこの案内の最後）まで上記期日内にご連絡ください． 

 

日 時：2003年 9月 2日（火）13:30 – 16:30 

テーマ：以下の 2テーマを並行開催します． 

 (1) 官庁統計の理論と実際 

 (2) 実験研究および観察研究における偏りの調整 

会 場：名城大学 天白キャンパス（愛知県名古屋市天白区塩釜口 1-501） 

     (1) 共通講義棟 202教室，(2) 共通講義棟 101教室 

受講料（含資料代）：セミナー当日受付にて直接お支払いください． 

   上記主催学会もしくは協賛学会いずれかの会員 2,000円， 

   非会員 4,000円，学生（会員・非会員を問わず）2,000円 

関連情報：チュートリアルセミナーおよび市民講演会の詳細は連合大会ホームページ 

http://www.soec.nagoya-u.ac.jp/htm/staff/nemoto/gakkai/ 

 に掲載されています． 

備 考：保育室が利用できます．利用を希望される方は上記連合大会ホームページを 

 ご覧下さい． 

内 容： 

(1) 官庁統計の理論と実際 

 オーガナイザー：美添泰人（青山学院大・経済） 

 講師と演題： 

  美添泰人（青山学院大・経済）官庁統計の位置づけと課題 

  加納 悟（一橋大・経済研）官庁統計に関する理論的話題 

  川崎 茂・高見 朗・會田雅人（総務省）国勢調査及び家計調査の精度と 

                       利用上の留意点 

  田辺孝二（経済産業省）企業活動に関する統計の課題と新たな集計事例 



 

(2) 実験研究および観察研究における偏りの調整 

 オーガナイザー：岩崎 学（成蹊大・工）・渡邉裕之（万有製薬） 

 講師と演題： 

  岩崎 学（成蹊大・工）共分散分析と処置前後データの解析 

  山岡和枝（保健医療科学院）ロジスティック回帰分析を用いたデータの解析 

  松山 裕（東大・医）Propensity scoreを用いた交絡調整 

 

 

照会・連絡先：成蹊大学工学部 岩崎 学 

〒180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺北町 3-3-1 

TEL: 0422-37-3764（直通），FAX: 0422-37-3871（工学部事務室）， 

電子メール：iwasaki@is.seikei.ac.jp 


